
資料 1-2-3 
研究開発 WG で今後検討すべき項目について 

 
（学）幹事 柴崎亮介（東京大学） 
（産）幹事 吉田富治（SPAC） 

 
１． 提案のポイント 
宇宙技術（地球観測、衛星測位技術）と海洋技術（海洋探査技術等）を、地理空間情報技術と連携させることで、

海外での地理空間情報の利用拡大が期待される。その可能性について、研究開発の観点から調査し、議論を深め

てはどうか。具体的な検討の進め方は幹事が検討・提案し、研究開発 WG で決定する。 
 
２． 背景 

１）科学技術外交への貢献 
宇宙技術、海洋技術から得られるさまざまな情報を、地理空間情報技術により統合することで、アジアを中

心にした各国・各地域における災害対応の支援、水･森林・食糧などの資源管理の支援、海洋資源や船舶航

行の安全確保の支援などができる。 
 
２）産業の世界展開を支援 
上記支援を通じて日本の技術・ノウハウを利用する機会を増やし、平常時の民生アプリケーションにおいて

も、日本の技術・製品等の利用を促進できる。 
なお、開発途上国において携帯電話の普及は爆発的に拡がっており、災害･気象情報、農業支援情報などを

利用する素地は確保されつつある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
e-SAGU： インドで展開されている携帯電話を使った営農支援サービス。デジタル写真で送られる病害虫

情報などを元に、農民に対処方法などを携帯電話を通じて指南する。 
 


